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1 はじめに

観光地の持つ大きな経済効果が注目されている中，通

信機器の普及などにより旅行先に関する情報を容易に

調べられるようになった．しかし，旅行についての感

想や日記を通じて情報を共有する場合，日記に不要な

情報が含まれることなどから内容を短時間で把握する

ことは難しい．代表的な情報共有サービス [1]では店舗

や施設などの情報を共有することが可能であるが，店

や施設に関する感想が主流であり，観光地にたどり着

くまでの情報は少ない．

そこで本研究では，観光に訪れようとしている旅行

者と実際にその場を訪れた旅行者が，場所や経路に関

する情報を容易に共有することができるシステムを提

案する．

2 関連研究

Web上には個人が発信した旅行に関する様々な情報

が存在する．これらの膨大な情報を利用した観光推薦シ

ステムや観光情報収集システムが多数提案されている．

上原ら [2]はブログやWikipediaなどに投稿された記

事を情報源として，共起キーワードや時系列，周辺施

設に関する情報をもとに，ユーザのお気に入りの観光

地と類似性の高い観光地を推薦するシステムを提案し

ている．石野ら [3]は，旅行者が日記形式で記録したブ

ログ記事を自動検出し，土産物や観光名所の情報を自

動抽出する手法を提案した．さらに中嶋ら [4]は，旅

行者が投稿した観光に関するツイートを収集し，食事，

景観，行動の 3カテゴリに分類した上で旅行者の観光

ルートを抽出し，旅行者の好みに応じた観光ルートを

推薦するシステムを提案している．

これらの研究では，旅行者が投稿した情報を自動的

に収集して観光に関する情報をユーザ間で共有するこ

とが可能であるが，使用される情報の種類が限られて

いる，情報投稿者側の意図が反映されづらいなどの問

題点がある．

観光で必要となる情報は，目的や交通手段，訪れる
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図 1: システム画面例

時期により異なる．そのため，本研究では情報投稿時の

状況が反映されやすいミニブログの一つである Twitter

を利用する．観光に訪れようとしている旅行者と実際

にその場を訪れた旅行者が特定の場所や経路に関する

情報を共有することができるシステムの開発を目指す．

3 観光情報共有システム Twimbol

3.1 システム構成

本システムは Android端末上で動作するアプリケー

ションであり，ツイートの投稿，タイムラインの閲覧，

地図上でのツイートの閲覧を行うことができる．図 1

にシステムの画面例を示す．左側が情報の投稿画面で

あり，中央，右側がツイートを閲覧するための画面で

ある．

情報投稿者は旅行先で投稿する内容に応じたカテゴ

リを選択し，位置情報を付与してツイートを投稿する．

情報検索者は，タイムラインや地図上に配置されたツ

イートの内容を閲覧する．本システムを利用すること

で，情報を一方的に得るだけでなく，表示された情報

に返信して詳細な情報を求めることも可能となる．

3.2 地図上のカテゴリ表示

ツイート投稿時に指定されたカテゴリと位置情報に

応じ，マーカを地図上に配置する．マーカのデザイン

はツイートに含まれているハッシュタグによって変化

する．ハッシュタグはカテゴリ選択時に自動的にツイー

トに付加される．図 2にマーカの一覧を示す．投稿者

は「店舗・お土産・偶然・イベント・交通情報・風景・

宿泊先・ハプニング・車情報・その他」の 10種類のカ

テゴリから 1つを選択する．これらのカテゴリは，普
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図 2: マーカ一覧

表 1: 各実験場所におけるツイート数.

観光先 ツイート数

ショッピングモール 46
和歌山城 35
アミューズメントパーク 35

段 Twitterを利用する 20代の学生 8名に対して行った

予備調査より決定した．

情報閲覧時は，地図上に配置されたマーカをタップし

て投稿内容を確認するほか，自由入力形式の検索ワー

ド，カテゴリ，検索対象位置を中心とした距離の指定

によって情報を絞り込むことが可能である．

4 評価実験と考察

4.1 実験概要

旅行情報を共有する提案システムを評価するために，

観光地を訪れてツイートを投稿する実験と，屋内で旅

行先の情報を閲覧する実験を行った．被験者は大学生

9名であり，3名 1組とした．観光先は，和歌山城，海

岸と海岸に隣接したショッピングモール，アミューズメ

ントパークのいずれか一ヶ所である．まず，各グルー

プが観光先を訪れ，1時間散策しながらシステムを利

用して感想や情報，写真を自由に投稿する．

次に，投稿実験で訪れた場所とは異なる観光先二ヶ所

の情報を屋内で収集する実験を行った．収集時間は 10

分である．条件 (a)では提案システムのみを利用し，条

件 (b)ではカテゴリの区別がされず単一のマーカが地図

上に配置された比較用システムとウェブブラウザによ

る自由な検索を併用した．組み合わせ例として，ショッ

ピングモールで投稿実験を行ったグループの被験者ら

は，和歌山城で投稿されたツイートを条件 (a)で，ア

ミューズメントパークで投稿されたツイートを条件 (b)

で使用した．

4.2 実験結果

投稿実験において投稿されたツイートの合計数を表

1に示す．また，投稿実験終了後に実施した五段階評価

によるアンケート結果を表 2に示す．5が強く同意す

る，1が強く同意しないに相当し，表中の数字は被験

者らの回答の平均値である．

ショッピングモールではどのカテゴリも平均的に使用

されていたが，和歌山城では偶然やハプニングのカテ

ゴリが，アミューズメントパークでは風景のカテゴリ

が多用されていた．表 2(1)の質問に対しては 3.3の評

価であり，操作の煩わしさの低減を求める意見があっ

表 2: 投稿実験結果.
質問項目 平均

(1)適切なカテゴリを容易に選択できた 3.3
(2)ツイートへの返信は簡単だった 3.4
(3)地図上から投稿者らの行動が感じられた 4.2
(4)自分のツイートが他人に閲覧されることは 3.7
投稿意欲を高めた

表 3: 閲覧実験結果.
質問項目 (a) (b)

(1)旅行情報が容易に検索できた 4.2 2.6
(2)欲しい情報が手に入った 3.8 2.9
(3)マーカの意味が簡単にわかった 3.8 -
(4)カテゴリによる検索機能は必要だった 4.6 -

た．一方，表 2(3)の結果や「地図とツイートから，他

のメンバーが周辺でどうしているのかが分かり，楽し

めた」という意見から，自由行動中の他のメンバーの

状況把握に役立てられていたことがわかった．

表 3はツイート閲覧実験終了後に実施したアンケー

トの結果であり，評価方法は投稿実験のアンケートと

同様である．表 3(1)の質問に対し，カテゴリ分けがあ

る条件 (a)では 4.2という評価であり，カテゴリ分けな

しの条件 (b)と比較して高い評価を得た．位置情報付

きツイートを地図上で検索する際に，情報がカテゴリ

分けされており，カテゴリに応じたマーカが表示され

ていることは，情報の取得に有効であるといえる．

5 まとめ

本稿では Twitterの位置情報付き投稿を利用した旅行

者情報共有システムを提案した．適用実験の結果，地

図とカテゴリを用いた位置情報付きツイートの利用は，

検索の点において高い評価が得られ，有効性が確認で

きた．今後の課題として，ツイート投稿画面のインタ

フェースの改善，季節や移動手段を変更した実験の実

施などが挙げられる．
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